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会  議  録 

会  議  名  第６回米原市いじめ問題対策連絡協議会 

開 催 日 時 平成29年11月28日（火）午後７時～８時30分  

開 催 場 所  米原市役所 山東庁舎 ２ＡＢ会議室 

出席者および欠席者 

出席者：平尾道雄市長(会長)、奥村和己委員、山崎勉委員、岡田英基委員、

山本太一委員、前川雅昭委員、上村平委員、椙本一孝委員、 田待子委員、

宮永房一委員、河居郁夫委員、千種惠美子委員、 田正子委員、桂恵美子委員 

欠席者：西村実委員、池田貴久委員 

米原市：阿原人権政策課長、一ノ宮学校教育課長、三條人権政策課長補佐、

西脇主幹、村居主幹、坂主事 

議       題 

【報告事項】 

① 平成 29 年度米原市におけるいじめ事案の概要について 

② 平成 29 年度米原市いじめ問題専門委員会の取組について 

③ 啓発チラシ「米原市スマホ安全３か条」の配布について 

【意見交換】 
テーマ「いじめ防止等のための取組について」 

結    論 
（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載する。）

事務局から報告事項を説明した後、一括して意見交換を行った。それぞ

れ関係機関の取組みについて情報を共有し、更なる連携の必要性を確認し

た。 

審 議 経 過 

 （主な意見等を原

則として発言順に記

載し、同一内容は一

つにまとめる。）  

 

 

 

 

 

 

 

会長（平尾市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会（平尾市長挨拶） 
本日は、関係機関の皆様をはじめ、各種団体の代表者様、関係課の行政

職員などが、米原市の子どもたちのために知恵を出し合い、実りのある協

議会にしていきたいと考えている。 
委員の皆様には、どうか忌憚のない意見をいただき、この協議会が活発

な議論の場となることをお願い申し上げ、開会に当たっての挨拶とさせて

いただく。 
 

２ 委員紹介 
《過半数の委員が出席しており、協議会が成立している旨報告される。》 

 

３ 議事 

本日は報告事項が３件あるので、審議賜りたい。また、最後に意見交換

の時間を設けているので、よろしくお願いしたい。 

なお、会議は公開とさせていただいているので理解願いたい。 

 

【報告事項】 

① 平成 29 年度米原市におけるいじめ事案の概要について（事務局説明） 

《米原市情報公開条例第７条第５号の規定により非公開》 

 

② 平成 29 年度米原市いじめ問題専門委員会の取組について（事務局説

明） 

《委員からの意見等なし》 

 

③ 啓発チラシ「米原市スマホ安全３か条」の配布について（事務局説明） 

《委員からの意見等なし》 

 

 

ＨＰ公開用 
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【意見交換】 

テーマ「いじめ防止等のための取組について」 

 

それぞれの立場で日頃感じていること、今気づかれたことなど忌憚のな

い意見をいただきたい。 

 

いじめ問題を発見した場合に報告する窓口をいろんなところでＰＲし

ていけば良いと思う。電話、ＬＩＮＥ、メール等そのような方法を検討さ

れているのか。 

 

学校に相談いただければ、いじめ対策委員会を組織し、関係機関と連携

しながら解決に向けて対応していくことになる。そのため、学校だより等

を関係機関に紹介しながら進めていく。 

 

窓口は学校ということになるのか。 

 

そういうことになる。子ども達に関しては学校が窓口となって進めてい

くことなる。学校に相談できなければ、他の関係機関に相談していただく

と学校にも情報が入ってくる。 

 

大津市では相談窓口を学校ではなく、ＬＩＮＥで始められた。学校は子

ども達にとっては敷居が高いかもしれない。ＬＩＮＥによる効果を把握

し、それが良ければ、今後、子どもの声を吸い上げ、聞き取る場所として

検討する必要もあると思うが、何か情報はお持ちか。 

 

大津市で実施されたことは理解しているが、相談ケースが上がっている

のか等は把握していない。その辺は注視しながら見ていきたいと思う。本

市では、学校以外として電話相談による対策をとっている。 

 

今日の会議のために学校で言えないことを子ども達に尋ねたら、「いじ

めを先生が把握してくれない」「先生が気づいてくれるのを待っている子

もいる」「先生に言ったら大ごとになるので３年間我慢する」などと言っ

ていた。いじめがあった時に、組織的かつ迅速な対策より先に、もっと声

を吸い上げるとか子ども達が発信しやすいホームルームにした方が良い

と思った。 

 

地域の学習塾や学童等、家庭に近い所において本音で話せたり、この人

なら安心して話せるという部分がある。学校として組織的に基本方針を打

ち出して行うこともあるが、子ども目線で寄り添って子どもの本音を上手

く聞き取れない部分もあるかと思う。一足飛びには中々難しいと思う。 
 

 今日の午後、東京で講演を聴いた。実はＬＩＮＥよりフェイスブックの

方が怖いとのこと。ＬＩＮＥは一つしか作れないため、表の顔しか作れな

いが、フェイスブックはアカウントによって、表の顔と裏の顔を使い分け

ていくつも作れる。話を聞いてほしいという裏返しが、「死にたい」「私の

こと関心持ってほしい」というサインだ。この人はスマホを知らないけど、

次に繋いでくれる人だという安心感を発信しておくというのも一つだ。 
過去のこと全部聞いてほしいのに、親や先生に言えば今起こってしまっ

たことだけがバンと出て大げさになってしまう。そのため、友達やＬＩＮ
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Ｅが救いを求めているツールになってきているとのことだった。 
 
大人が全く見えていない子ども達の世界が本当に広まっているという

危機感を持っている。これがいじめの背景になっているが、それをどう取

り組んで行くのか非常に難しい。皆さんは専門的な立場も含めて、我々以

上にリアルな内容を把握しておられると思うので、何か一言あればお願い

したい。 

 

サイバー犯罪対策は、ＳＮＳなりインターネットを使った犯罪をなくす

のが究極の目的である。将来、放っておけば、見えない空間のため犯罪が

助長され、自殺に追い込むような事件が増えていく。それを止めるために

全国警察が立ち上がっているので、どんどん講師依頼をしていただきた

い。 
 
法務省では小中学校の全生徒を対象にＳＯＳミニレターを配っており、

送られてきたものを読んで人権擁護委員と一緒に返事を書く。読んでいて

感じるのは、誰に相談していいのか分らないというのが本当らしく、相談

の相手先について助言をしている。特に小学生の低学年くらいの子ども

は、「兄弟喧嘩をして困ってる」とか「友達と仲良くなれない」とかがあ

る。中には先生の態度が嫌だという子もいるので、その時は校長や教頭に

情報として伝えている。 
 
学校もたくさん課題を抱えていて、直接型コミュニケーションがずいぶ

ん減っている。子ども目線でやっていないのではなく、やれる現状でなく

なってきた。学校、家庭、地域社会、子どもだけじゃなく大人同士も、関

わることを意識していかなければいけない。 
インターネットやスマホについて、今は恐ろしい使い方によって、いじ

めている意識がないのに結果的にいじめてしまう。また、途中で止めさせ

られない仕様がしてあり、企業が大きな儲けをしている。企業と一緒にな

ってできることを考えていく必要がある。 
 
より良い学校にするためのアンケートを実施している。学校でちょっと

した嫌がらせがあり、親や本人から連絡を受ける場合もある。こういった

横のつながりがすごく大事であり、学校、地域、家庭、社会が連携し、子

ども達がどこかの場所や誰かに相談できる入口を作っておいてあげるこ

とが大切だと思う。 
いじめゼロを目指すのであれば、具体策を立てて、一人残らず救ってい

かなければならない。従来の危機管理は、生じたダメージを最小限にとど

めることだが、究極の危機管理とは、普段から組織して危機感を共有し、

未然に防ぐことだ。 
 
社会生活や集団生活を送ればトラブルは起こる。それが起こった時にど

う折り合いをつけていくかということを学ぶ、学ばせるということが本来

の学校の意義や目的ではないかと思う。 
子どもの遊びや日常的なレベルの中でもいろんなことがあるが、それを

知らないという怖さを感じる。最近、ひょっとしたら子ども達の現実の中

で起こっていることとか、子ども達の問題意識とかが全然すれ違ったとこ

ろで話をしていることもあるのではないかという心配もする。 
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いじめる子ども側の問題点として、その子の家庭の状況や今までの生育

状況にも目を向けていただくとありがたい。 
 

ありがとうございました。それぞれの専門分野で情報収集もしていただ

き、活発に発言いただいた。 
現実にしっかり向き合う姿勢から始めなければ、ことは何も始まらな

い。米原市のいじめ防止の解決ということも私たちの至上命題でもある。

少なくとも私たちの未来を支えてくれるのは今の子ども達であることは

間違いない。子ども達が、「健全に」「健やかに」、希望を持って実現に向

かって努力するといった本来の人間らしい姿を私たちは保証していく立

場にある。米原市の「いじめをなくしていく」「いじめを許さない」「いじ

めを作っていかない」というところを是非、協力を固めていくためにも改

めて皆さんにお願いしておきたい。 

 

４ 閉会（山本教育長挨拶） 
この会は社会全体でいじめを無くしていくという趣旨でもある。それぞ

れの立場で子ども達の健やかな成長をいじめ無しに向けて、協力、支援を

お願いして閉会に当たっての挨拶とさせていただく。本日は、ありがとう

ございました。 
 

 

会議の公開・非公開

の別 

□公 開 

■一部公開 

□非 公 開  

 一部公開または非公開とした理由  

（ 米原市情報公開条例第７条第５号の規定による ） 

会議録の開示・非開

示の別 

□開 示  

■一部開示（根拠法令等：米原市情報公開条例第７条第５号） 

□非 開 示（根拠法令等：                              ）  

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 
録音テープ記録  □有  ■無 

担  当  課 総務部 人権政策課（ 内線91-121 ） 

 

 


